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幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む
「振り返り」の時間の意義と課題
片山　美香　・　西村（中川）　華那 *
　本稿では，まず，平成29（2017）年に改訂（改定）された幼稚園教育要領に提示された，
これからの時代を生き抜くために幼児教育において育てたい資質・能力としての三つの柱を
示すと共に，その育成に際して「言葉」の力を育む重要性について述べた。続いて，３つの
資質・能力の育成を目指しつつ，子どもが５領域を通じた経験を積み重ねることによって幼
稚園修了時に育まれるとされる「言葉による伝え合い」に焦点を当て，幼稚園生活における
「言葉による伝え合い」の場と年齢別の姿を描出した。さらに，幼稚園生活の中でほぼ毎日，
「言葉による伝え合い」を交えて実践されている「振り返り」の時間を取り上げ，幼児や教
師にとっての意義，及び有用な「振り返り」に求められる教師の専門性について論じた。幼
児にとっては，ある体験の前後で自らの違いに気付いて学びを自覚したり，小学校での学び
方の型を身に付けたりする機会として，教師にとっては新たな幼児理解，適切な環境構成の
手がかりとしての意義があることを論じた。
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Ⅰ．はじめに
　幼稚園での１日の生活を終え，そろそろ「お帰り」
の時間を迎える頃，多くの学級で担任教師と子ども
たちは，その日にあった出来事や経験を思い出し，
明日以降の園生活に期待がもてるようなひとときを
共有している。その時間は，一日の生活の流れ等に
よって長短があり，取り上げられる話題も多様であ
る。また，担任保育者の意向によっても，その有り
様には差異があるのではないかと推察されるが，子
どもにとっても，保育者にとっても，この場は一日
の保育での子どもの経験と時間の重みがわかる（秋
田，2011）貴重な場であると言える。倉橋惣三は，
その著書「幼稚園真諦（1956）」において，「お帰り
については，今までの時間とは違います。（中略）子
供たちとしても，その日の一日の生活に正しく結末
をつけてこそ，組が一つにまとめられ，ちゃんと整
えられてこそ，先生や，友だちに別れる作法であり，
また大事な子供たちを町へ手離す先生の心やりでも
ありましょう。（中略）やわらかい気持ちで一日を思
い出して，足どりも静かにおもむろに帰らせること
にしたいものです。」と記している。しかしながら，
その意義や具体的な実践のあり方，保育者の専門性
については，これまであまり検討されてきていない。
　そこで本稿では，幼稚園生活で起こった出来事や
経験したことを思い出し，担任教師や友達と共有す
るひとときを「振り返り」と称し，子どもの園生活
を豊かにし，成長を促す重要な場面であると捉え，
「振り返り」がもつ意義と教師の専門性について，
言語力の育成及び幼小接続の観点から論考する。
　なお，ここでは幼稚園の教師を対象とするが，幼
稚園の教師，保育所の保育士，幼保連携型認定こど
も園の保育教諭をまとめて指す場合，及び引用文献
で用いた文章は原文のまま「保育者」と表記する。
また，基本的には幼稚園に在籍する子どもを「幼児」
と表記するが，引用文献や就学前のこども一般を指
す際には「子ども」「子供」と表記する。
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Ⅱ ．幼児期の終わりまでに育ってほしい「言葉によ
る伝え合い」の姿
１ ．平成29（2017）年の幼稚園教育要領の改訂（改
定）と言語力の育成
　平成29（2017）年３月，「幼稚園教育要領」「保
育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保
育要領」の３法令が初めて同時改訂（改定）され，
公示された。各施設はそれぞれの特性を持ちつつも，
共通の幼児教育を行う施設として位置づけられた。
　同時改訂（改定）に先だって示された「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央
教育審議会答申）（平成28年12月21日）」では，社
会の変化が加速度的に増し，複雑で予測困難な状況
に対処出来る力を培う学校教育への改善を課題とし
ている。子どもたちの学力に関する今後の課題とし
て，自らの能力を引き出し，学習したことを活用し
て，生活や社会の中で出会う課題の解決に主体的に
生かしていける力の育成を挙げている。小学校低学
年における学力差は，その後の学力差に大きく影響
すると言われる中で，語彙の量と質の違いが学力差
に大きく影響しているとの指摘を踏まえ，平成20
（2008）年の改定に引き続く課題として，「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央
教育審議会答申）（平成28年12月21日）」では，全
ての学習の基盤となる言語能力の育成が重視されて
いる。言語能力の育成を目途とした言語活動の充実
は，思考力・判断力・表現力等の育成に大きな効果
を上げてきた一方で，子どもたちが情報を的確に理
解し，自分の考えの形成に生かしていけるようにす
ることをさらなる課題としている。これからの教育
実践においては，言語活動を通じて，どのような力
を育み伸ばすのかをより明確にして取り組むことの
必要性が示されている（「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（中央教育審議会答申）
（平成28年12月21日）」）。この度改訂（改定）され
た幼稚園教育要領の「第１章総則　第４　指導系計
画の作成と幼児理解に基づいた評価」の「３　指導
計画の作成上の留意事項」には，「（３）言語に関す
る能力の発達と思考力等の発達が関連していること
を踏まえ，幼稚園生活全体を通して，幼児の発達を
踏まえた言語環境を整え，言語活動の充実を図るこ
と」との項目が新設された。言語能力と思考力等と
の発達の関連が示され，言語活動の充実が求められ
ている。また，今回の改訂においては，後述する各
学校段階で一貫して育成を目指す資質・能力が明示
され，幼児教育において培われた基礎の上に，小・
中学校段階での継続的な育成が取り組まれることと
なった。平成20（2008）年に示された「幼稚園教
育と小学校教育の円滑な接続」の継承はもちろん，
これまで以上に連続する異校種間の繋がりをもった
教育実践の必要性が強調されており，教科等を越え
た全ての学習の基礎となる言語能力は，幼児期から
着実に育むことを要する力の一つであると言える。
　また，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（中央教育審議会答申）（平成28年12
月21日）」では，生きる力となる資質・能力として
三つの柱が示された。三つの柱とは，①豊かな体験
を通じて，感じたり，気付いたり，分かったり，で
きるようになったりする「知識及び技能の基礎」，
②気付いたことや，できるようになったことなどを
使い，考えたり，試したり，工夫したり，表現した
りする「思考力，判断力，表現力等の基礎」，③心情，
意欲，態度が育つ中で，よりよい生活を営もうとす
る「学びに向かう力，人間性等」（幼稚園教育要領，
2017）である。幼児教育では，これらの資質・能力
を５領域の枠組みにおいて個別に取り出して身につ
けさせるのではなく，遊びを通して総合的な指導を
行う中で一体的に育むことが明記されている。また，
三つの資質・能力は，乳児から18歳までの人生の
最初の教育で形成される力の核であり，その後の大
人としての人生での学びを規定し続ける（無藤，
2018）。このことは，幼児教育における「見方・考
え方」として，幼児がそれぞれの発達に即しながら
身近な環境に主体的に関わり，心動かされる体験を
重ね遊びが発展し生活が広がる中で，環境との関わ
り方や意味に気付き，これらを取り込もうとして，
諸感覚を働かせながら，試行錯誤したり，思い巡ら
したりすることであると記されている。
　また，５領域におけるねらい及び内容に基づく活
動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼
稚園修了時の具体的な姿として，「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」として「10の姿」が掲げられた。
この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，
５歳児後半の評価，及び幼稚園等の保育者と小学校
の教員がもつ５歳児修了時の姿の共有化につなげる
手立てとしての活用が期待されており，幼児教育と
小学校教育のより円滑な接続が目指されている。
２ ．言語能力の育成と「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」
　言語能力の育成に直接かかわる「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」は，表１に示した「言葉に
よる伝え合い」である。その他の姿においても，言
幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む「振り返り」の時間の意義と課題
− 3 −
語能力を構成する資質・能力を，特に「思考力・判
断力・表現力等」や「学びに向かう力・人間性等」
に沿って整理した具体的な内容としての「創造的・
論理的思考」，「感性・情緒」，「他者とのコミュニケー
ション」という三つの側面（「幼稚園，小学校，中
学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（中央教育審議会
答申）（平成28年12月21日）」）に照らすと，言語
能力の育成に関連する内容が見出せる。「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」としての「10の姿」
の中に，言語能力の三つの側面のいずれかが表れて
いると捉えられた部分に下線を付した（表１）。
　表1の下線を付した内容から，あらゆる姿に言語
能力の発達が影響を及ぼすことが見出せよう。言語
に関する能力の発達が思考力等の発達と相互に関連
していることを踏まえ，幼稚園生活全体を通して，
遊びや生活の様々な場面で言葉に触れ，言葉を獲得
していけるような豊かな言語環境を整えるととも
に，獲得した言葉を幼児自らが用いて，友達と一緒
に工夫したり意見を出し合ったりして考えを深めて
いくような言語活動の充実を図ることが大切である
（幼稚園教育要領解説，2018）。
３ ．幼稚園教育要領の変遷から捉える「言葉による
伝え合い」の姿
　それでは，表１に示した「言葉による伝え合い」
の姿は，どのような保育実践によって育まれるので
あろうか。ここでは，現在の保育内容５領域の考え
方が打ち出された平成元年以降の幼稚園教育要領か
表１　「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に見る言語能力の育成
⑴ 健康な心と体
　幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ，
見通しをもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。
⑵ 自立心
　身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚し，
自分の力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達成感を味
わい，自信をもって行動するようになる。
⑶ 協同性
　友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考えたり，
工夫したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。
⑷
道徳性・規範意識の芽
生え
　友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り返っ
たり，友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，きまり
を守る必要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら，きまりをつく
ったり，守ったりするようになる。
⑸ 社会生活との関わり
　家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人との
様々な関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に
親しみをもつようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な
情報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したりするなど，情報
を役立てながら活動するようになるとともに，公共の施設を大切に利用するなどして，社会と
のつながりなどを意識するようになる。
⑹ 思考力の芽生え
　身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたりし，
考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。また，友達
の様々な考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き，自ら判断したり，考え直
したりするなど，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよりよいものにす
るようになる。
⑺
自然との関わり・生命
尊重
　自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもって
考え言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や畏敬の
念をもつようになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さや尊さに気
付き，身近な動植物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，大切にする気持ちをもっ
て関わるようになる。
⑻
数量や図形、標識や文
字などへの関心・感覚
　遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字の役
割に気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつようになる。
⑼ 言葉による伝え合い
　先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を身に
付け，経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いたりし，言
葉による伝え合いを楽しむようになる。
⑽ 豊かな感性と表現
　心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方などに気
付き，感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽しんだりし，
表現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。
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Ⅱ ．幼児期の終わりまでに育ってほしい「言葉によ
る伝え合い」の姿
１ ．平成29（2017）年の幼稚園教育要領の改訂（改
定）と言語力の育成
　平成29（2017）年３月，「幼稚園教育要領」「保
育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保
育要領」の３法令が初めて同時改訂（改定）され，
公示された。各施設はそれぞれの特性を持ちつつも，
共通の幼児教育を行う施設として位置づけられた。
　同時改訂（改定）に先だって示された「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央
教育審議会答申）（平成28年12月21日）」では，社
会の変化が加速度的に増し，複雑で予測困難な状況
に対処出来る力を培う学校教育への改善を課題とし
ている。子どもたちの学力に関する今後の課題とし
て，自らの能力を引き出し，学習したことを活用し
て，生活や社会の中で出会う課題の解決に主体的に
生かしていける力の育成を挙げている。小学校低学
年における学力差は，その後の学力差に大きく影響
すると言われる中で，語彙の量と質の違いが学力差
に大きく影響しているとの指摘を踏まえ，平成20
（2008）年の改定に引き続く課題として，「幼稚園，
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央
教育審議会答申）（平成28年12月21日）」では，全
ての学習の基盤となる言語能力の育成が重視されて
いる。言語能力の育成を目途とした言語活動の充実
は，思考力・判断力・表現力等の育成に大きな効果
を上げてきた一方で，子どもたちが情報を的確に理
解し，自分の考えの形成に生かしていけるようにす
ることをさらなる課題としている。これからの教育
実践においては，言語活動を通じて，どのような力
を育み伸ばすのかをより明確にして取り組むことの
必要性が示されている（「幼稚園，小学校，中学校，
高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について（中央教育審議会答申）
（平成28年12月21日）」）。この度改訂（改定）され
た幼稚園教育要領の「第１章総則　第４　指導系計
画の作成と幼児理解に基づいた評価」の「３　指導
計画の作成上の留意事項」には，「（３）言語に関す
る能力の発達と思考力等の発達が関連していること
を踏まえ，幼稚園生活全体を通して，幼児の発達を
踏まえた言語環境を整え，言語活動の充実を図るこ
と」との項目が新設された。言語能力と思考力等と
の発達の関連が示され，言語活動の充実が求められ
ている。また，今回の改訂においては，後述する各
学校段階で一貫して育成を目指す資質・能力が明示
され，幼児教育において培われた基礎の上に，小・
中学校段階での継続的な育成が取り組まれることと
なった。平成20（2008）年に示された「幼稚園教
育と小学校教育の円滑な接続」の継承はもちろん，
これまで以上に連続する異校種間の繋がりをもった
教育実践の必要性が強調されており，教科等を越え
た全ての学習の基礎となる言語能力は，幼児期から
着実に育むことを要する力の一つであると言える。
　また，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方
策等について（中央教育審議会答申）（平成28年12
月21日）」では，生きる力となる資質・能力として
三つの柱が示された。三つの柱とは，①豊かな体験
を通じて，感じたり，気付いたり，分かったり，で
きるようになったりする「知識及び技能の基礎」，
②気付いたことや，できるようになったことなどを
使い，考えたり，試したり，工夫したり，表現した
りする「思考力，判断力，表現力等の基礎」，③心情，
意欲，態度が育つ中で，よりよい生活を営もうとす
る「学びに向かう力，人間性等」（幼稚園教育要領，
2017）である。幼児教育では，これらの資質・能力
を５領域の枠組みにおいて個別に取り出して身につ
けさせるのではなく，遊びを通して総合的な指導を
行う中で一体的に育むことが明記されている。また，
三つの資質・能力は，乳児から18歳までの人生の
最初の教育で形成される力の核であり，その後の大
人としての人生での学びを規定し続ける（無藤，
2018）。このことは，幼児教育における「見方・考
え方」として，幼児がそれぞれの発達に即しながら
身近な環境に主体的に関わり，心動かされる体験を
重ね遊びが発展し生活が広がる中で，環境との関わ
り方や意味に気付き，これらを取り込もうとして，
諸感覚を働かせながら，試行錯誤したり，思い巡ら
したりすることであると記されている。
　また，５領域におけるねらい及び内容に基づく活
動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼
稚園修了時の具体的な姿として，「幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿」として「10の姿」が掲げられた。
この「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，
５歳児後半の評価，及び幼稚園等の保育者と小学校
の教員がもつ５歳児修了時の姿の共有化につなげる
手立てとしての活用が期待されており，幼児教育と
小学校教育のより円滑な接続が目指されている。
２ ．言語能力の育成と「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」
　言語能力の育成に直接かかわる「幼児期の終わり
までに育ってほしい姿」は，表１に示した「言葉に
よる伝え合い」である。その他の姿においても，言
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ら，幼稚園修了までに育てたい「言葉による伝え合
い」の姿が導出された経過を辿り，「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」としての「言葉による伝
え合い」の姿を具現化する子どもの資質・能力につ
いて検討する。
　平成元（1989）年に改訂された幼稚園教育要領か
ら領域「言語」が「言葉」へと改められた。領域「言
語」には，すでにある言語体系を正しく順序立てて
教えていくという考えが背景にあり，「正しい」言
葉や語調，意味内容，言語習慣に重点が置かれ，あ
いさつ，話し合い，言葉選びなど，形式的側面が強
調（野口，2018）される傾向にあった。しかしなが
ら，平成元年からは，「日常生活の中で言葉への興
味や関心を育て，喜んで話したり聞いたりする態度
や言葉に対する感覚を養うようにすること」が幼稚
園教育の目標として示されたように，日常生活のな
かで，幼児が主体的に環境とかかわりながら生活体
験を通して言葉を獲得していく過程が重視されるよ
うになった（野口，2018）。
　続く，平成10（1998）年の改訂では，領域「言葉」
を「経験したことや考えたことなどを自分なりの言
葉で表現し，相手の話す言葉を聞こうとする意欲や
態度を育て，言葉に対する感覚や言葉で表現する力
を養う」領域であることを示した。一定の言語体系
を獲得させることよりも，たとえ正しく適切な表現
ではなくとも，自分が伝えたいことを自分なりの言
葉で発出する姿を尊重していることが分かる。
　平成20（2008）年の改訂では，身近な人と言葉
で伝え合う喜びを味わうことの大切さと，伝え合い
には話すことだけでなく人の言葉をよく聞くことが
大切であり，経験を通してしだいに理解するように
なること，自分が感じたり考えたりしたことを自分
なりの言葉で表現する大切さなど，聞くという力と
伝え合いの力を育むことがよりいっそう重視（野口，
2018）されることとなった。あわせて，「考えたこと」
を言葉で表現することが指導内容として加えられた
ことから，言葉をもって行う思考力の育成と「考え
たこと」を言葉で表現する力を育てていくことが新
たな課題となったことが見出せる。
　そして，今回の平成29（2017）年の改訂（改定）
では，ねらいの (3)に「言葉に対する感覚を豊かにし」
という文言が付加されると共に，内容の取扱いに「幼
児が生活の中で，言葉の響きやリズム，新しい言葉
や表現などに触れ，これらを使う楽しさを味わえる
ようにすること。その際，絵本や物語に親しんだり，
言葉遊びなどをしたりすることを通して，言葉が豊
かになるようにすること」が新設された。これらを
幼児教育の見方・考え方である，「幼児が身近な環
境に主体的に関わり，環境とのかかわり方や意味に
気付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤した
り，考えたりするようになる」に則って育んだ結果，
「言葉による伝え合い」が可能な姿に育つというこ
とである。具体的には，「言葉による伝え合い」が
生起する場や相手等によって，言葉や語調等の適切
な表現を選択したり，新たな言葉や表現を聞いたり，
教わったりすることによって，言葉に対する感覚が
洗練されていく契機と成り得ることが予想される。
今回の改訂では，より一層，言葉を用いた活動の充
実が求められていることから，子どもが見たり，聞
いたり，感じたり，考えたりしたことを言葉に込め
て伝え，それを受け止めて「言葉による伝え合い」
が成り立つ力へと導いていく保育者の力量を明確化
することも重要な課題として位置づけられよう。
Ⅲ ．幼稚園での実践に見る「言葉による伝え合い」
の姿
１ ．幼稚園での生活において「言葉による伝え合い」
の姿が見られる場面
　３年間の幼稚園生活の中で「言葉による伝え合い」
が生起する場面を選出し，年齢別に具体的な子ども
の姿を示したのが表２である。
　無藤（2011）は，言葉による伝える力は，「自分
の感じることや思ったことを相手に伝えようとする
こと」「相手の話を聞くこと」「相互に伝え合うよう
になること」の大きく３つの段階を経て伸張してい
くと述べている。表２に挙げている姿も，３歳では
伝え合いに向かう姿として，思いや考えを伝える姿
が多いと言えよう。
　３歳児では，安心感をもって幼稚園生活を送る中
で，教師との信頼関係ができ，周りの環境や友達に
自分から関わるようになってくる。その中で，教師
に自分の思いを表現しようとする姿が見られるよう
になってくるが，語彙も少なく，言葉で伝えること
が難しいため，教師に言葉を補ったり代弁したりし
てもらいながら，言葉によって伝えることが可能と
なる。この時期に心動かされるような出来事と出会
えるような保育環境を整えることで，幼児の伝えた
い気持ちを引き出したり，教師がしっかり受け止め
ることで，聞いてもらった喜びを感じる経験を積み
重ねたりすることが，後の伝え合いの姿につながっ
ていくと考えられる。３歳児前半ではモノとの関わ
りが中心であったが，３歳児後半になってくると少
しずつ周りの友達とも関わって遊ぶ姿が増えてく
る。その中で，簡単なやりとりをする姿も見られる
ようになるが，相手の言葉を聞く力は未発達であり，
相手の話を聞くための保育者の援助が欠かせない。
幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む「振り返り」の時間の意義と課題
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表２　園生活に見る「言葉による伝え合い」の場面と年齢別の子どもの姿
場面 「言葉による伝え合い」に向かう子どもの姿
３歳児 ４歳児 ５歳児
登園
・ 自分がしたことや見付けたこと
等を教師に伝える。
・ 印象に残った家庭での出来事について状況やその時の感情等を友達
と伝え合う。
・したい遊びを友達と話し合ったり，誘い合ったりする。
選んだ遊び
・ 自分のしたいことや欲しいもの
を伝える。
・ 自分のしたいことを伝え，相手
のしたいことも聞くが，自分の
意見を通そうとする。
・ 意見が違うときに，相手の思い
を聞いて受け入れたり，互いに
納得のいく方法を話し合ったり
する。
・ 周りの環境やものと関わる中で
見付けたことややってみたこと
を言葉や身振りで教師や友達に
伝える。
・ 願いの実現に向けて考えたこと
や試したことを友達に伝える。
・ 共通の願いの実現に向けて友達
と考えを伝え合う。
・ 「入れて」「いいよ」等の簡単な
言葉のやりとりをする。
・ 自分の思いや考えを伝えたり，
友達の思いを聞いたりする。
・ 思いや考えを伝え合う中で，折
り合いを付けたり，認め合った
りする。
・分からないことを尋ねる。
・ ごっこ遊びで考えたことを伝え
たり，遊び方やルールを教え
合ったりする。
・ ごっこ遊びやルールのある遊び
の中で，考えを出し合ったり，
遊び方について話し合ったりす
る。
牛乳
おやつ
弁当
・ おやつのこと弁当のこと等，今
していることについて話す。
・ 「〇〇の人？」「はーい」等のや
りとりを楽しむ。
・ 遊びで楽しかったことを話した
り，友達の話を聞いたりする。
・ 遊びの中で楽しかったことやこ
れからしたいこと等について話
したり，友達の話を聞いたりす
る。
当番活動
係活動
・ グループの友達と声を掛け合いながら準備を進める。
・ クラス全体で考えを出し合いながら，課題を共有したり，解決策を
話し合ったりする。
設定保育
・ 劇遊び等で，クラスの友達にストーリーや表現の仕方について伝え
たり，友達の考えを聞いたりする。
・ 鬼遊び等で，うまくいった方法をみんなに知らせたり，友達の話を
聞いて考えたりする。
・ グループで話し合ったり，チー
ムで作戦を考えて伝え合ったり
する。
・ 教師に問いかけられ，思ったこ
とや感じたこと等を伝える。
・ 自分の考えたことや気付いた
ことをクラスのみんなに伝えた
り，友達の考えを聞いて反応し
たりする。
・ 考えたことや気付いたことを伝
え合ったり，難しかったことや
次にしてみたいことを話し合っ
たりする。
一日の
振り返り
・ 楽しかったことについて，教師
の話を聞いたり，教師に問いか
けられて答えたりする。
・ 経験したことを思い出し，教師
に問いかけられながらその時の
感情や状況等を話す。友達の話
も興味をもって聞く。
・ 経験したことや印象に残ったこ
とを順序立てて話す。友達の話
を聞いて共感したり，新たに考
えたりしながら，思ったことや
考えたことを伝え合う。
・ うまくいかなかったことを話し
たり，やってみて考えたことや
気付いたことを話したりする。
・ 友達と考えを
出し合いなが
ら願いや 課
題を共有した
り，次にどう
したいか話し
たりする。
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ら，幼稚園修了までに育てたい「言葉による伝え合
い」の姿が導出された経過を辿り，「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」としての「言葉による伝
え合い」の姿を具現化する子どもの資質・能力につ
いて検討する。
　平成元（1989）年に改訂された幼稚園教育要領か
ら領域「言語」が「言葉」へと改められた。領域「言
語」には，すでにある言語体系を正しく順序立てて
教えていくという考えが背景にあり，「正しい」言
葉や語調，意味内容，言語習慣に重点が置かれ，あ
いさつ，話し合い，言葉選びなど，形式的側面が強
調（野口，2018）される傾向にあった。しかしなが
ら，平成元年からは，「日常生活の中で言葉への興
味や関心を育て，喜んで話したり聞いたりする態度
や言葉に対する感覚を養うようにすること」が幼稚
園教育の目標として示されたように，日常生活のな
かで，幼児が主体的に環境とかかわりながら生活体
験を通して言葉を獲得していく過程が重視されるよ
うになった（野口，2018）。
　続く，平成10（1998）年の改訂では，領域「言葉」
を「経験したことや考えたことなどを自分なりの言
葉で表現し，相手の話す言葉を聞こうとする意欲や
態度を育て，言葉に対する感覚や言葉で表現する力
を養う」領域であることを示した。一定の言語体系
を獲得させることよりも，たとえ正しく適切な表現
ではなくとも，自分が伝えたいことを自分なりの言
葉で発出する姿を尊重していることが分かる。
　平成20（2008）年の改訂では，身近な人と言葉
で伝え合う喜びを味わうことの大切さと，伝え合い
には話すことだけでなく人の言葉をよく聞くことが
大切であり，経験を通してしだいに理解するように
なること，自分が感じたり考えたりしたことを自分
なりの言葉で表現する大切さなど，聞くという力と
伝え合いの力を育むことがよりいっそう重視（野口，
2018）されることとなった。あわせて，「考えたこと」
を言葉で表現することが指導内容として加えられた
ことから，言葉をもって行う思考力の育成と「考え
たこと」を言葉で表現する力を育てていくことが新
たな課題となったことが見出せる。
　そして，今回の平成29（2017）年の改訂（改定）
では，ねらいの (3)に「言葉に対する感覚を豊かにし」
という文言が付加されると共に，内容の取扱いに「幼
児が生活の中で，言葉の響きやリズム，新しい言葉
や表現などに触れ，これらを使う楽しさを味わえる
ようにすること。その際，絵本や物語に親しんだり，
言葉遊びなどをしたりすることを通して，言葉が豊
かになるようにすること」が新設された。これらを
幼児教育の見方・考え方である，「幼児が身近な環
境に主体的に関わり，環境とのかかわり方や意味に
気付き，これらを取り込もうとして，試行錯誤した
り，考えたりするようになる」に則って育んだ結果，
「言葉による伝え合い」が可能な姿に育つというこ
とである。具体的には，「言葉による伝え合い」が
生起する場や相手等によって，言葉や語調等の適切
な表現を選択したり，新たな言葉や表現を聞いたり，
教わったりすることによって，言葉に対する感覚が
洗練されていく契機と成り得ることが予想される。
今回の改訂では，より一層，言葉を用いた活動の充
実が求められていることから，子どもが見たり，聞
いたり，感じたり，考えたりしたことを言葉に込め
て伝え，それを受け止めて「言葉による伝え合い」
が成り立つ力へと導いていく保育者の力量を明確化
することも重要な課題として位置づけられよう。
Ⅲ ．幼稚園での実践に見る「言葉による伝え合い」
の姿
１ ．幼稚園での生活において「言葉による伝え合い」
の姿が見られる場面
　３年間の幼稚園生活の中で「言葉による伝え合い」
が生起する場面を選出し，年齢別に具体的な子ども
の姿を示したのが表２である。
　無藤（2011）は，言葉による伝える力は，「自分
の感じることや思ったことを相手に伝えようとする
こと」「相手の話を聞くこと」「相互に伝え合うよう
になること」の大きく３つの段階を経て伸張してい
くと述べている。表２に挙げている姿も，３歳では
伝え合いに向かう姿として，思いや考えを伝える姿
が多いと言えよう。
　３歳児では，安心感をもって幼稚園生活を送る中
で，教師との信頼関係ができ，周りの環境や友達に
自分から関わるようになってくる。その中で，教師
に自分の思いを表現しようとする姿が見られるよう
になってくるが，語彙も少なく，言葉で伝えること
が難しいため，教師に言葉を補ったり代弁したりし
てもらいながら，言葉によって伝えることが可能と
なる。この時期に心動かされるような出来事と出会
えるような保育環境を整えることで，幼児の伝えた
い気持ちを引き出したり，教師がしっかり受け止め
ることで，聞いてもらった喜びを感じる経験を積み
重ねたりすることが，後の伝え合いの姿につながっ
ていくと考えられる。３歳児前半ではモノとの関わ
りが中心であったが，３歳児後半になってくると少
しずつ周りの友達とも関わって遊ぶ姿が増えてく
る。その中で，簡単なやりとりをする姿も見られる
ようになるが，相手の言葉を聞く力は未発達であり，
相手の話を聞くための保育者の援助が欠かせない。
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　４歳児になると，願いの実現に向けて試行錯誤し
ながら遊ぶ姿が増え，気付いたことや考えたことを
伝え合う姿が見られるようになる。しかしながら，
相手の思いに気付くことが出来たとしても，自分の
思いを通したいという気持ちの方が勝り，思いがぶ
つかることが少なくない。保育者が折り合いをつけ
る援助を行うことにより，共通の願いをもつには至
らなくとも，友達と同じような願いをもって遊ぶこ
とに繋がる。保育者の仲介を得て自分の思いを伝え
たり，相手の思いを聞いたりして関わる経験を積み
重ねながら，自己を十分に発揮することや他者と協
調して生活していくことを学び始める。そして，田
中ら（1986）も指摘しているように，４歳児後半か
ら自制心が芽生えてきて，自律的に自分の気持ちに
折り合いをつけることが可能となり，次第に相手の
言葉を聞くことが出来るようになってくる。
　さらに，津守ら（1965）が指摘しているように，
５歳児頃から，子ども同士の間で，他人の意志や感
情がよりよく理解できるようになり，他人に同情で
きるようになることによって，思いがぶつかった時
にも相手の思いを受け入れたり，自分たちで解決し
ようとしたりする姿が見られるようになってくる。
それに伴い，何人かの友達と共通の願いの実現に向
けて考えを伝え合いながら遊ぶことも可能になって
くる。しかしながら，相手に理解してもらえるよう
言葉にして伝えたり，他者の言葉から他者が伝えた
いことを理解して自分の意見を関連づけて伝えたり
する力は発達途上であるため，言葉による伝え合い
が未遂に終わることも少なくない。
　「牛乳や弁当」の場面では，３歳児は双方で伝え
合うことは困難ながら，友達の言っていることを聞
いて反応する姿は，疎らながらも認められる。そし
て次第に，１つの話題について周囲の友達と言葉を
交わし合う姿が見られるようになってくる。外山
（2000）は幼稚園の４～５歳児の食事場面における
やりとりを観察し，多様なやりとりが生起すること
を見出した。具体的には，４歳児当初は食事に関す
るルーティン化したやりとりが主であったが，次第
に定式化していない一般的な会話を楽しむようにな
ることを明らかにしている。そして，５歳児学級の
秋になると，ルーティンを使わなくても，参加者人
数が多く，持続的なやりとりが成立するようになる
ことを示している。とりわけ，ルーティンを使わな
いやりとりの持続性については，他の時期に比べ５
歳児学級秋がとびぬけており，卒園近くなると，少
人数で長いやりとりができるようになることを指摘
している。こうした変化の背景にやりとりを維持す
る能力の発達を挙げている。このことから，年齢が
上昇すると共にやりとりを維持する能力が発達する
ことにより，「言葉による伝え合い」の力が伸長す
ると言えよう。
　幼稚園では，３歳児後半から４歳児頃より，数人
の幼児が交替で牛乳給食やおやつ，弁当の時間にみ
んなの前で食前食後の挨拶をしたり，机を拭いたり
等の当番活動を行う。毎日繰り返し行う中で，自分
たちで声を掛け合いながら進んで取り組む姿が見ら
れるようになる。その過程において，必要感をもっ
て主体的に当番活動が進められるよう，教師の援助
を得ながら学級で話し合いの場をもつこともある。
また，主に最年長児として５歳児が行う，遊びの準
備や飼育動物の餌やり，清掃活動等といった，グルー
プごとの係活動においても，同じ係の友達同士で声
を掛け合いながら仕事を進める姿が見られるように
なる。さらに，他に園のために出来ることがないか
等，年長児ならではの伝え合いの姿が見られること
もある。
　表２に示した「設定保育」は，1956年に幼児教
育要領が刊行された当時から，幼児の興味や関心を
考慮しながら「導入，展開，まとめ（振り返り）」
の流れで実施する保育（岡本，2015）で，学級の幼
児が同じ経験をすることを通してねらいが達成され
るように指導されている。設定保育には様々な活動
があるが，例えば，劇遊び等のみんなで一つの物を
作り上げる活動では，「展開」の中で，劇のストーリー
について話し合ったり，表現の仕方で考えたことを
伝え合ったりする場を設けることがある。５歳児に
なると，いくつかのグループに分かれ，グループ対
抗で競い合ったり，一つの物をつくって発表し合っ
たり等の活動も増える。チームで協力することが求
められる活動となるため，チーム内で考えを伝え合
いながら遊ぶ姿が見られるようになる。また，設定
保育の時間の最後には，楽しかった気持ちをみんな
で共有したり，活動に満足感をもって終えたりする
ことができるよう，「振り返り」の時間をもつこと
が多い。後述する一日の振り返りの時間と同様，発
達段階や活動によって「振り返り」の展開は異なる
ものの，全員が同じ経験をした上で振り返りが出来
るのが設定保育の特徴と言えよう。学級全体で「振
り返り」をする場では，一対一の対話のように，話
し手と聞き手の立場を交替しながら進めるわけでは
なく，「みんな」に伝えるために発言したり，「みん
な」の中の一人として他者の発言を聞いたりする（杉
山，2009）必要がある。他者の発言を「みんな」の
中の一人として聞くことは幼児にとって難しいこと
であるが，全員が同じ経験をしていることから，友
達の発言の状況や場面が比較的想像しやすく，友達
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の話を聞いて共感したり，別の考えを述べたりする
姿が引き出されやすいと考える。５歳児になると，
話し合いを通じて，次にどうしていきたいかといっ
た今後への言及が認められることがある。
　一方で，降園前の振り返りでは，選んだ遊びの時
間のことが中心となるため，同じ場にいなかった幼
児にも状況が共有出来るよう，自分がしたことの説
明が必要となる。常田（1997）は，一対多のコミュ
ニケーションでは，「保育者が学級全体に話してい
るとき，自分も聞かなくてはならないとわかる」「保
育者の発問を受けて指名された子どもが応答すると
き，自分も聞かなくてはならないことがわかる」「応
答している子ども以外の子どももそれがわかり，発
言内容をモニターする」という力が必要であること
を指摘した上で，これら全てを満たすことは幼児期
に困難であると述べている。しかしながら，ここに
保育者が介入して，やりとりの導線，すなわち，や
りとりの方向性を示す舵取りの役割を引き受けるこ
とにより，４歳児学級の子どもでも一対多のコミュ
ニケーションが可能となる。例えば，岡山大学教育
学部附属幼稚園（2020）の４歳児学級では，１学期
から遊びの片付けを終えた後，全員が参集して行う
「紹介タイム」と称する「言葉による伝え合い」の
時間を設けている。その日に自分が楽しかったこと
やつくった物等を教師や友達に言ったり，見せたり
する。遊びの「振り返り」の場と捉えられよう。こ
の時間を設定するねらいは，幼児が教師や友達の前
で話しをする喜びや受け止められる満足感を味わう
ことである。教師のはたらきかけにより，指名され
た幼児が自分のした遊びの楽しかったこと等を述べ
ると，その遊びに興味をもった幼児から質問が出た
り，遊んでみたいとの要望が出たりする。教師は，
一対多のコミュニケーションにおいて個々の発言が
円滑に繋がるよう，やりとりの方向性を示す舵取り
の役割を担うこととなる。「振り返り」の場では，
定式化したやりとりではなく，今，ここで展開する
場の中で瞬時に話し手になったり，聞き手になった
りする「言葉による伝え合い」の力が求められる。
その場の状況により，教師が主導する度合いを即興
的に変化させることにより，幼児は主体的に一対多
の「言葉による伝え合い」を経験することになるで
あろう。このような「振り返り」は，2017年改訂（改
定）の幼稚園教育要領の第１章第４節の「３指導計
画の作成上の留意事項」の「（４）見通しや振り返
りの工夫」にも，「（４）幼児が次の活動への期待や
意欲をもつことができるよう，幼児の実態を踏まえ
ながら，教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見
通しをもったり，振り返ったりするよう工夫するこ
と」と記されている。幼児は，幼稚園生活で十分に
遊び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，
悔しかったことなどを振り返り，教師や他の幼児と
その気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動
への期待や意欲をもつようになっていく（幼稚園教
育要領解説，112ｐ　2018）。この「振り返り」の
時間の質を左右するのが，いかに幼児を主体とした
場にすることが出来るか，その主体である幼児が自
らの経験や考えを言葉にして伝え合うことが出来る
かという実態にあり，その場を創り出す教師の力量
にかかっていると言えよう。
２ ．「言葉による伝え合い」を育む場となる「振り
返り」の時間
　活動の「振り返り」の時間は，多くの幼稚園にお
いて，活動の区切りや１日の生活の終わりに皆で集
まる場面で園生活の話題を取り上げることで，教師
や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもった
り振り返ったりする機会（幼稚園教育要領解説，
2018）として設けられる。「振り返り」は，経験した
ことや学んだことを確認し，見通しをもって次へつ
なげるという，２つの役割があると考えられる。そ
の際，この「振り返り」の行為そのものは，今，こ
こで過去のあることを想起することが端緒となる。
　これまで刊行された幼稚園教育要領解説の中で，
「振り返り」とその活用形の文言を検索したところ，
初出は平成20（2008）年版の幼稚園教育要領解説
からであった。平成30（2018）年版の解説にも登
場する。両者の記述部分を抽出・比較し，共通の内
容を抜粋したのが表３，平成30（2018）年版で新
設された内容を抜粋したのが表４である。
　平成30年版において「振り返り」とその活用形
の記述の分量が増加していることが明らかである。
平成20年版から平成30年版に継続して共通の記述
があったのは，教師が自らの保育を省察する手立て，
または契機として「振り返り」を行う文脈であった。
一方，平成30年版で新設された内容は，幼児が主
体となって，幼児自身の行為として「振り返り」を
行うことに関する記述が増加している。また，幼児
理解に基づいた評価という視点から，幼児理解を深
めて指導の改善に生かすようにするために，指導過
程を振り返ることが加筆されている。今回の改訂（改
定）において，このように「振り返り」が重視され
るようになった背景について考察してみよう。幼児，
保育者のそれぞれにとって「振り返り」はどのよう
な意義をもつのであろうか。
３．幼児にとって「振り返り」を経験する意義
　幼児が「振り返り」を行う意義はどのようなとこ
ろにあるのだろうか。
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　４歳児になると，願いの実現に向けて試行錯誤し
ながら遊ぶ姿が増え，気付いたことや考えたことを
伝え合う姿が見られるようになる。しかしながら，
相手の思いに気付くことが出来たとしても，自分の
思いを通したいという気持ちの方が勝り，思いがぶ
つかることが少なくない。保育者が折り合いをつけ
る援助を行うことにより，共通の願いをもつには至
らなくとも，友達と同じような願いをもって遊ぶこ
とに繋がる。保育者の仲介を得て自分の思いを伝え
たり，相手の思いを聞いたりして関わる経験を積み
重ねながら，自己を十分に発揮することや他者と協
調して生活していくことを学び始める。そして，田
中ら（1986）も指摘しているように，４歳児後半か
ら自制心が芽生えてきて，自律的に自分の気持ちに
折り合いをつけることが可能となり，次第に相手の
言葉を聞くことが出来るようになってくる。
　さらに，津守ら（1965）が指摘しているように，
５歳児頃から，子ども同士の間で，他人の意志や感
情がよりよく理解できるようになり，他人に同情で
きるようになることによって，思いがぶつかった時
にも相手の思いを受け入れたり，自分たちで解決し
ようとしたりする姿が見られるようになってくる。
それに伴い，何人かの友達と共通の願いの実現に向
けて考えを伝え合いながら遊ぶことも可能になって
くる。しかしながら，相手に理解してもらえるよう
言葉にして伝えたり，他者の言葉から他者が伝えた
いことを理解して自分の意見を関連づけて伝えたり
する力は発達途上であるため，言葉による伝え合い
が未遂に終わることも少なくない。
　「牛乳や弁当」の場面では，３歳児は双方で伝え
合うことは困難ながら，友達の言っていることを聞
いて反応する姿は，疎らながらも認められる。そし
て次第に，１つの話題について周囲の友達と言葉を
交わし合う姿が見られるようになってくる。外山
（2000）は幼稚園の４～５歳児の食事場面における
やりとりを観察し，多様なやりとりが生起すること
を見出した。具体的には，４歳児当初は食事に関す
るルーティン化したやりとりが主であったが，次第
に定式化していない一般的な会話を楽しむようにな
ることを明らかにしている。そして，５歳児学級の
秋になると，ルーティンを使わなくても，参加者人
数が多く，持続的なやりとりが成立するようになる
ことを示している。とりわけ，ルーティンを使わな
いやりとりの持続性については，他の時期に比べ５
歳児学級秋がとびぬけており，卒園近くなると，少
人数で長いやりとりができるようになることを指摘
している。こうした変化の背景にやりとりを維持す
る能力の発達を挙げている。このことから，年齢が
上昇すると共にやりとりを維持する能力が発達する
ことにより，「言葉による伝え合い」の力が伸長す
ると言えよう。
　幼稚園では，３歳児後半から４歳児頃より，数人
の幼児が交替で牛乳給食やおやつ，弁当の時間にみ
んなの前で食前食後の挨拶をしたり，机を拭いたり
等の当番活動を行う。毎日繰り返し行う中で，自分
たちで声を掛け合いながら進んで取り組む姿が見ら
れるようになる。その過程において，必要感をもっ
て主体的に当番活動が進められるよう，教師の援助
を得ながら学級で話し合いの場をもつこともある。
また，主に最年長児として５歳児が行う，遊びの準
備や飼育動物の餌やり，清掃活動等といった，グルー
プごとの係活動においても，同じ係の友達同士で声
を掛け合いながら仕事を進める姿が見られるように
なる。さらに，他に園のために出来ることがないか
等，年長児ならではの伝え合いの姿が見られること
もある。
　表２に示した「設定保育」は，1956年に幼児教
育要領が刊行された当時から，幼児の興味や関心を
考慮しながら「導入，展開，まとめ（振り返り）」
の流れで実施する保育（岡本，2015）で，学級の幼
児が同じ経験をすることを通してねらいが達成され
るように指導されている。設定保育には様々な活動
があるが，例えば，劇遊び等のみんなで一つの物を
作り上げる活動では，「展開」の中で，劇のストーリー
について話し合ったり，表現の仕方で考えたことを
伝え合ったりする場を設けることがある。５歳児に
なると，いくつかのグループに分かれ，グループ対
抗で競い合ったり，一つの物をつくって発表し合っ
たり等の活動も増える。チームで協力することが求
められる活動となるため，チーム内で考えを伝え合
いながら遊ぶ姿が見られるようになる。また，設定
保育の時間の最後には，楽しかった気持ちをみんな
で共有したり，活動に満足感をもって終えたりする
ことができるよう，「振り返り」の時間をもつこと
が多い。後述する一日の振り返りの時間と同様，発
達段階や活動によって「振り返り」の展開は異なる
ものの，全員が同じ経験をした上で振り返りが出来
るのが設定保育の特徴と言えよう。学級全体で「振
り返り」をする場では，一対一の対話のように，話
し手と聞き手の立場を交替しながら進めるわけでは
なく，「みんな」に伝えるために発言したり，「みん
な」の中の一人として他者の発言を聞いたりする（杉
山，2009）必要がある。他者の発言を「みんな」の
中の一人として聞くことは幼児にとって難しいこと
であるが，全員が同じ経験をしていることから，友
達の発言の状況や場面が比較的想像しやすく，友達
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　まず，今回の改訂の経緯として，変化が急速で予
測困難な時代にあって，学校教育には，子供たちが
様々な変化に積極的に向き合い，他者と協働して課
題を解決していくことや，様々な情報を見極め知識
の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして
新たな価値に繋げていくこと，複雑な状況変化の中
で目的を再構築することができるようにすることが
求められている（幼稚園教育要領解説，2018）。遊
びや生活の中でしたり，見たり，聞いたり，感じた
り，考えたり等を「振り返り」によって初めて意識
化することになるのではないかと考える。さらに，
その意識化により経験したことに新たな気付きを得
て，さらなる気付きや理解が深まるのではないだろ
うか。次に示す事例は，本稿の第二著者である西村
が，岡山大学教育学部附属幼稚園の研究紀要第43
集（2020）に執筆した，４歳児学級担任時の11月
中旬の降園前の「振り返り」の時間の事例である。
表３ 　平成 20（2008）年版と平成 30（2018）年版の幼稚園教育要領解説における「振り返り」に関する記述の比較検討（共
通の記述）
平成 20（2008）年版 平成 30（2018）年版
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本　
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第２章　ねらい及び内容
第３節　環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
第２章　ねらい及び内容
第３節 環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
幼稚園教育要解説（2008，2018）より抜粋，太線及び下線は筆者による加筆
幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む「振り返り」の時間の意義と課題
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表４　平成 20（2008）年版と平成 30（2018）年版の幼稚園教育要領解説における「振り返り」に関する新設の記述
平成 20 （2008） 年版 平成 30（2018）年版
序章
第１節　改訂の基本的な考え方　２改訂の要点　（２）「総則」の改訂の要点　④指導計画の作成と幼児理解
に基づいた評価
（前略）
・幼児の実態を踏まえながら，教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり，振り返ったりす
るよう工夫すること。
（中略）
・幼児理解に基づいた評価の実施に当たっては，指導の過程を振り返りながら幼児の理解を進め，幼児一人
一人のよさや可能性などを把握し，指導や改善に生かすようにすることに留意すること，また，評価の妥当
性や信頼性が高められるよう創意工夫を行うこと。
第２節　１幼児期の特性　（１）幼児期の生活　①生活の場
（前略）幼稚園における生活の流れが把握できていないと，幼児は，今目の前で起きていることにとらわれ，
やりたいことができないと泣く，怒るなどの情緒的な反応を示すことがある。幼稚園生活の中で，活動の区
切りに教師や友達と共に振り返りの経験を積むことや教師が適切な言葉掛けをすることなどにより，幼児は
徐々に過去と今，今と未来の関係に気付くようになり，活動の見通しや，期待がもてるようになっていく。（後
略）
第１章　総説
第２節　幼稚園教育において育みたい資質・能力及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（４）道徳性・
規範意識の芽生え
（前略）５歳児の後半には，いざこざなどうまくいかないことを乗り越える体験を重ねることを通して人間
関係が深まり，友達や周囲の人の気持ちに触れて，相手の気持ちに共感したり，相手の視点から自分の行動
を振り返ったりして，考えながら行動する姿が見られるようになる。（後略）
（中略）幼児が自分の言動を振り返り納得して折り合いを付けられるように，問い掛けたり共に考えたりし，
幼児が自分たちで思いを伝え合おうとする姿を十分に認め，支えていく援助も必要である。（後略）
（中略）こうした幼児期の経験は，小学校生活において，初めて出会う人の中で，幼児期の経験を土台にし
て，相手の気持ちを考えたり，自分の振る舞いを振り返ったりなどしながら，気持ちや行動を自律的に調整
し，学校生活を楽しくしていこうとする姿へとつながっていく。
第４節　指導計画の作成と幼児理解に基づいた評価
２　指導計画の作成上の基本的事項　（５）評価を生かした指導計画の改善
（前略）評価を自分一人だけで行うことが難しい場合も少なくない。そのような場合には，他の教師などに
保育や記録を見てもらい，それに基づいて話し合うことによって，自分一人では気付かなかった幼児の姿や
自分の保育の課題などを振り返り，多角的に評価していくことも必要である。（後略）
３　指導計画の作成上の留意事項　（４）見通しや振り返りの工夫
（４）幼児が次の活動への期待や意欲をもつことができるよう，幼児の実態を踏まえながら，教師や他の幼
児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり，振り返ったりするよう工夫すること。幼児は，幼稚園生活で
十分に遊び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，悔しかったことなどを振り返り，教師や他の幼児
とその気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動への期待や意欲をもつようになっていく。（後略）
（前略）教師や他の幼児と共に活動の見通しをもったり，振り返ったりすることは，遊びが展開する過程や，
片付けや帰りの会などの１日の幼稚園生活の中で活動が一段落する場面などの様々な機会にある。（後略）
　遊びが展開する過程では，幼児は，興味や関心をもって繰り返し遊ぶ中で，周囲の環境と主体的に関わり，
ものや人との関わりを深める中で遊びの目的を見いだし，その目的に向かって，何が必要か，どのようにす
ればうまくいくかなど，自分なりの見通しをもち，試したり，試したことを振り返ったりするなど，試行錯
誤しながら取り組むようになっていく。（後略）
（中略）多くの幼稚園では，活動の区切りや１日の生活の終わりに皆で集まる場面があるであろう。担任の
教師の回りに集まって，皆で歌を歌ったり，絵本や紙芝居を見たりして楽しく過ごす一時は，担任の教師と
のつながりを深め，担任の教師を通して学級の他の幼児とのつながりもできていく。同時に，幼児の実態に
沿って，幼稚園生活の話題を取り上げることで，教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり
振り返ったりする機会となる。（後略）
（中略）学級全体の話し合いについては，型どおりに行われるのではなく幼児の必要感を伴ったものである
ことが大切である。また，話し合いへの参加には，個人差が大きいことにも留意する必要がある。幼児期の
終わりの時期であっても，必ずしも一様にできるわけではない。積極的に話し合いに参加し，自分の思いや
考えを話しながら，教師や他の幼児と共に遊びや生活の中で見通しをもったり，振り返ったりする幼児がい
る一方で，学級全体で話題にしていることにあまり関心を示さない幼児もいる。（後略）
（中略），教師は，幼児が入園当初は主に教師とのやり取りの中で楽しかったことを心に留めることから，次
第に教師や友達と一緒に，様々な活動を楽しんだりそのことを振り返ったりして共有するようになるといっ
た発達の過程を踏まえて，幼稚園生活の中で見通しをもったり振り返ったりする機会を捉え，幼児の実態に
即して，体験を積み重ねていけるように工夫していくことが求められる。
４　幼児理解に基づいた評価の実施　（１）評価の実施
（１）指導の過程を振り返りながら幼児の理解を進め，幼児一人一人のよさや可能性などを把握し，指導の
改善に生かすようにすること。その際，他の幼児との比較や一定の基準に対する達成度についての評定によっ
て捉えるものではないことに留意すること。
（前略）評価の実施に当たっては，指導の過程を振り返りながら，幼児がどのような姿を見せていたか，ど
のように変容しているか，そのような姿が生み出されてきた状況はどのようなものであったかといった点か
ら幼児の理解を進め，幼児一人一人のよさや可能性，特徴的な姿や伸びつつあるものなどを把握するととも
に，教師の指導が適切であったかどうかを把握し，指導の改善に生かすようにすることが大切である。
幼稚園教育要解説（2018）より抜粋，太線及び下線は筆者による加筆
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　まず，今回の改訂の経緯として，変化が急速で予
測困難な時代にあって，学校教育には，子供たちが
様々な変化に積極的に向き合い，他者と協働して課
題を解決していくことや，様々な情報を見極め知識
の概念的な理解を実現し情報を再構成するなどして
新たな価値に繋げていくこと，複雑な状況変化の中
で目的を再構築することができるようにすることが
求められている（幼稚園教育要領解説，2018）。遊
びや生活の中でしたり，見たり，聞いたり，感じた
り，考えたり等を「振り返り」によって初めて意識
化することになるのではないかと考える。さらに，
その意識化により経験したことに新たな気付きを得
て，さらなる気付きや理解が深まるのではないだろ
うか。次に示す事例は，本稿の第二著者である西村
が，岡山大学教育学部附属幼稚園の研究紀要第43
集（2020）に執筆した，４歳児学級担任時の11月
中旬の降園前の「振り返り」の時間の事例である。
表３ 　平成 20（2008）年版と平成 30（2018）年版の幼稚園教育要領解説における「振り返り」に関する記述の比較検討（共
通の記述）
平成 20（2008）年版 平成 30（2018）年版
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本　
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第１章　総説
第１節　幼稚園教育の基本
３　幼稚園教育の基本に関連して重視する事項　（３）一
人一人の発達の特性に応じた指導　③一人一人に応じるた
めの教師の基本姿勢
（前略）教師には，必ずしも自覚していない仕方で幼児に
かかわっている部分がある。それが幼児の姿に影響を及ぼ
していることが十分考えられるのである。それゆえ，幼児
の姿を理解しようとするならば，教師は幼児とかかわって
いるときの自分自身の在り方やかかわり方に，少しでも気
付いていく必要がある。実際に行った幼児とのかかわりを
振り返り，自分自身を見つめることを通して，自分自身に
気付いていくことができるのであり，繰り返し，そのよう
に努めることで，幼児一人一人に応じたより適切なかかわ
りができるようになるのである。（後略）
５ 教師の役割　③教師間の協力体制
（前略）日々の保育を共に振り返ることで，教師が一人で
は気付かなかったことや自分とは違う見方，考え方に触れ
ながら，幼稚園の教職員全員で一人一人の幼児を育てると
いう視点に立つことが重要である。
　このような教師間の日常の協力と話し合いをさらに深
め，専門性を高め合う場が園内研修である。園内研修では，
日々の保育実践記録を基に多様な視点から振り返り，これ
からの在り方を話し合って行くことを通して，教師間の共
通理解と協力体制を築き，教育の充実を図ることができる。
教師一人一人のよさを互いに認め合い，教師としての専門
性を高めていく機会とすることができる。（後略）
第２章　ねらい及び内容
第３節　環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
第２章　ねらい及び内容
第３節 環境の構成と保育の展開
２　保育の展開　（３） 環境の構成と再構成
　１日の保育が終わった後，教師は幼児の活動の姿を振り
返りながら，翌日の環境を考える。すなわち，今日から明
日への流れを踏まえた上で，幼児の活動が充実し，一人一
人が発達に必要な経験を得られるために指導計画を作成
し，ものや空間などの環境を構成し，次の日に幼児を迎え
る。（後略）
３　留意事項　（２） 保育の展開における教師の役割
（前略）教師は幼児にとって人的環境として重要な役割を
果たしている。教師自身がどのように生活し，環境とどの
ようにかかわっているかを常に振り返り，考えながらより
より方向を目指していくことが大切である。
幼稚園教育要解説（2008，2018）より抜粋，太線及び下線は筆者による加筆
片山　美香　・　西村（中川）　華那
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　降園前の振り返りの時間に，Ｉ児が「しっぽ取りで
たくさんしっぽを取れたのが嬉しかった。それに，しっ
ぽ取られなかった！」と言う。「えー！お友達のたくさ
ん取れたし，Ｉ君のも取られなかったの？」と教師が
驚くと「えっ？どうやったん？」とＪ児が言う。「ちょっ
と聞いてみようか」と教師が小さな声で言うと，学級
の幼児がＩ児に近寄る。Ｉ児は「おしりを見せないよ
うにする。あと，こうやって手を伸ばす」とやって見
せる。Ｊ児はそれを聞いて，「でも…でも，後ろから来
たら？」と言う。Ｉ児は「うーん…」と考えていると，
Ｋ児が「分かった！こっちから来たらこっち向いて走っ
て，あっちから来たら今度はこっち向いて…」と身振
り手振りを交えながら説明しようとする。教師が「追
い掛けて来た方を向いて，その人におしりを見せない
ように走るってことだね」と受け止める。Ｉ児はうな
ずき，Ｋ児も「うん！そう！」と笑顔で答える。
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　この事例で，最初のＩ児の発言としての「たくさ
んしっぽがとれた」「しっぽ取られなかった」は，
遊びの時間を振り返った（想起した）際に事実とし
て出現した内容である。その発言を受けて教師は，
「たくさん取れたし，Ｉ君のも取られなかった」と
いう，みんなの前で誇らしい自分の体験を表現した
かったＩ児の心情に共感しつつ，その誇らしさの源
について驚きをもって明確化する言葉を繰り返し
た。すると，すかさずＪ児が「どうやったん？」と
その偉業に関心を示して問う。教師は，あえて小さ
な声でその秘訣をこっそり聞いてみようと特別感を
湛えた場を演出する。すると，Ｉ児は自らの編み出
した取られないための工夫と取るための工夫につい
て披露した。それらの工夫を思考したのはＩ児自身
だが，その工夫を問われて音声言語化することに
よって，改めて自身の工夫を意識化できたのではな
いだろうか。さらなるＪ児の「後ろから来たら？」
の問いに対しては，「うーん・・・」と応えに窮して，
思考を巡らす。すると，その場での「言葉による伝
え合い」により遊びのイメージを共有していたＫ児
がＩ児の行動を想像し，後ろから来た相手にどのよ
うに対処すれば，「取られないし，取ることが出来
るか」を実現できるのか，思考した結果を身振り手
振りで説明した。その発言を受けて，教師が内容を
まとめて確認したところ，Ｉ児はうなずきをもって
肯定した。つまり，ここでＩ児は初めて，自らの行
為を振り返り（想起し），初めてその行為の価値に
気付くことが出来たと言えよう。そして，その場を
共にした幼児は，友達の経験を共有することにより
湧き起こった，感じたり，考えたり，さらにそれを
言葉で表現したりすることを通して，自分もやって
みたいという新たな活動への意欲や目的へと繋がる
機会となる。
　また，「振り返り」は表４の「道徳性・規範意識
の芽生え」に「自分の行動を振り返る」という文脈
で用いられている。自分の言動を振り返って（想起
して），新たに自分や相手の思いに気付き，納得し
て折り合いをつける好機へと教師が導いていくこと
の重要性が示されている。「自分の行動を振り返る」
とは，幼児自身が以前の自分を振り返り（想起し），
今の自分との違いや気付かなかったことに気付いた
ことを自覚すること，これは太田（2018，2019）が
指摘する「学びの自覚」と言えよう。太田（2018）は，
学ぶ以前の自分と学んだ後の今の自分との違いに気
付くことを「学びの自覚」と捉えている。学ぶ以前
の自分と学んだ後の今の自分との違いに気付く，メ
タ認知の発達であると解釈し，小学１年生が学習を
振り返ったとき，「はじめはわからなかったけれど，
やっとわかった。」と，学習によって変容した自分
を意識した発言であり，このような「学びの自覚」
の芽生えになると主張する。會退・赤松（2016）は，
５歳児を対象とした食具の正しい持ち方と姿勢を指
導する実践報告において，子どももが自らの行動を
振り返るセルフモニタリングを指導過程に組み入れ
たところ，改善が見られたことを報告している。幼
児期においては，「学びの自覚」を意識化できるよ
うに教師が意図的な援助を行うことによって，自律
的な「学びの自覚」を体験するきっかけとなると推
察される。
　もう一つ重要な「振り返り」の意義は，幼児が次
の活動への期待や意欲，目的をもつための契機と成
り得ることにある。幼児は，幼稚園生活で十分に遊
び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，悔
しかったこと等を振り返り，教師や他の幼児とその
気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動への
期待や意欲をもつようになっていく（幼稚園教育要
領解説，2018）。そのためには，単に教師が望まし
いと思う活動を一方的にさせたり，幼児に様々な活
動を提供したりすればよいということではない（幼
稚園教育要領解説，2018）。幼児が周囲の環境に自
らどのように関わるかが重要であり，「振り返り」
の時間における言葉による伝え合いを通じて，幼児
の発達に即した主体的，対話的で深い学び（幼稚園
教育要領，2017）が具現化する場と成り得ると主張
できる。この積み重ねは，幼児期に育てたい資質・
能力の確かな育ちへと繋がるであろう。その重要な
契機として，「振り返り」の時間が日々の体験の質
を向上させる重要な機会として確かに位置づくこと
が望まれる。
　前述した「振り返り」の意義は，その内容に関す
幼稚園における「言葉による伝え合い」の力を育む「振り返り」の時間の意義と課題
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る事柄であったが，「振り返り」に要する技能や発
達として，「振り返り」の場で用いる「言葉による
伝え合い」に必要な会話スキルや，思考力や表現力，
今後の見通しや目的を見いだす力は「学びに向かう
力」として，小学校での生活や学習に繋がる姿と見
なせるであろう。この度の小学校学習指導要領
（2018）の改訂においては，「主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた授業改善（第１章第３の１の⑴）
の具体的な内容として，「①学ぶことに興味や関心
を持ち，（中略）見通しをもって粘り強く取り組み，
自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的
な学び」が実現できているかという視点」や「子供
同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考
えを手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを
広げ深める「対話的な学び」が実現できているかと
いう視点」が示されている。このような小学校での
学び方の「型」を身に付ける機会としても，「振り
返り」の時間は有用なのではなかろうか。小学校に
おける学びの姿に結びつくよう，５歳児後半の姿と
して，「振り返り」の時間における「言葉による伝
え合い」が活発に行われる機会と成り得る教師の援
助が求められる。
４ ．「振り返り」の時間における教師の専門性と教
師にとっての意義
　岡山大学教育学部附属幼稚園の研究紀要第43集
（2020）から引用した「しっぽ取り」の事例に見ら
れるように，「振り返り」の時間における教師は，
定式化したやりとりではなく，今，ここで展開する
場の中で瞬時に話し手や聞き手の役割をとりなが
ら，子ども主体の「言葉による伝え合い」が学びに
向かうよう，子どもたちに経験してほしいねらいを
持ちつつ，教師が主導する度合いを即興的に変化さ
せる存在として欠かせない。５歳児学級の問題解決
の話し合い場面では，話し合いの場面の子どもの状
況に応じて，保育者が援助の程度の調整を図りなが
ら，子どもの主体的な解決を目指すという呂（2019）
の指摘とも符合する。「しっぽ取り」の事例に下線
を付したように，教師は幼児の関心を惹起させるよ
う，驚いたり，声色を変えたり，幼児の発言内容を
まとめて受け止めたり等，様々な仕掛けを潜ませな
がら，幼児が主体的に振り返りに取り組めるよう導
いている。この場に関わっている幼児一人一人のよ
さや可能性を把握していること，今の幼児の育ちに
必要な経験が何であるか，その経験に導いていくた
めにどのような環境が必要であるかについて，瞬間
的に閃きをもって対応出来る即応性も求められるで
あろう。幼児の体験は現在進行形である。幼児の気
持ちや意欲が高まっているタイミングを見逃さずに
生かしていく感覚を磨いていくことも必要であろ
う。言葉は人と人とのコミュニケーションの中でこ
そ育まれていく（清水，2018）。より充実した「振
り返り」の時間をもつために必要な教師の専門性，
及び有用な援助の実際に関する研究の集積は今後の
課題と言えよう。
　また，幼児と共有する「振り返り」の時間は，教
師が新たな幼児理解，幼児にとって必要な環境を検
討する好機ともなるであろう。「振り返り」の時間
を出来るだけ幼児主体に進めることによって，教師
が思い至らなかった幼児の興味・関心，気付きや思
考を知る契機に成り得ると考える。表３に示したよ
うに，幼児の「振り返り」と同時に，教師自身が自
らの保育を振り返る機会としても有用であろう。幼
児が「振り返り」を通じて得た，次なる活動への期
待や意欲を保証する環境を構成するための貴重な視
点にも成り得よう。
Ⅳ．まとめと今後の課題
　本稿では，まず，平成29（2017）年に改訂（改定）
された幼稚園教育要領に提示された，これからの時
代を生き抜くために幼児教育において育てたい資
質・能力としての三つの柱を示すと共に，その育成
に際して「言葉」の力を育む重要性について述べた。
続いて，３つの資質・能力の育成を目指しつつ，子
どもが５領域を通じた経験を積み重ねることによっ
て幼稚園修了時に育まれるとされる「言葉による伝
え合い」に焦点を当て，幼稚園生活における「言葉
による伝え合い」の場と年齢別の姿を描出した。さ
らに，幼稚園生活の中でほぼ毎日，「言葉による伝
え合い」を交えて実践されている「振り返り」の時
間を取り上げ，幼児や教師にとっての意義，及び有
用な「振り返り」に求められる教師の専門性につい
て論じた。幼児にとっては，遊びや生活の中でした
り，見たり，聞いたり，感じたり，考えたり等を「振
り返り」によって初めて意識化すること，意識化に
より新たな気付きを得たり，理解が深まったりする，
主体的で対話的で深い学びを実現できる意義が見出
された。幼児の興味・関心，活動に取り組む姿勢が
表れたり，次の活動への期待や目的意識が明確に
なったりすることから，教師にとっての幼児理解や
環境構成の鍵となる視点を得ることにも繋がる意義
を導出することが出来た。しかしながら，「振り返り」
の時間に関するデータや研究の蓄積が十分でなく，
実証性に乏しい。そこで，今後は，有用な「振り返
り」の時間を設けるために必要な条件，及び教師の
専門性について，年齢横断的あるいは経過を追った
縦断的な「振り返り」の時間の実践データをもとに
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　降園前の振り返りの時間に，Ｉ児が「しっぽ取りで
たくさんしっぽを取れたのが嬉しかった。それに，しっ
ぽ取られなかった！」と言う。「えー！お友達のたくさ
ん取れたし，Ｉ君のも取られなかったの？」と教師が
驚くと「えっ？どうやったん？」とＪ児が言う。「ちょっ
と聞いてみようか」と教師が小さな声で言うと，学級
の幼児がＩ児に近寄る。Ｉ児は「おしりを見せないよ
うにする。あと，こうやって手を伸ばす」とやって見
せる。Ｊ児はそれを聞いて，「でも…でも，後ろから来
たら？」と言う。Ｉ児は「うーん…」と考えていると，
Ｋ児が「分かった！こっちから来たらこっち向いて走っ
て，あっちから来たら今度はこっち向いて…」と身振
り手振りを交えながら説明しようとする。教師が「追
い掛けて来た方を向いて，その人におしりを見せない
ように走るってことだね」と受け止める。Ｉ児はうな
ずき，Ｋ児も「うん！そう！」と笑顔で答える。
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　この事例で，最初のＩ児の発言としての「たくさ
んしっぽがとれた」「しっぽ取られなかった」は，
遊びの時間を振り返った（想起した）際に事実とし
て出現した内容である。その発言を受けて教師は，
「たくさん取れたし，Ｉ君のも取られなかった」と
いう，みんなの前で誇らしい自分の体験を表現した
かったＩ児の心情に共感しつつ，その誇らしさの源
について驚きをもって明確化する言葉を繰り返し
た。すると，すかさずＪ児が「どうやったん？」と
その偉業に関心を示して問う。教師は，あえて小さ
な声でその秘訣をこっそり聞いてみようと特別感を
湛えた場を演出する。すると，Ｉ児は自らの編み出
した取られないための工夫と取るための工夫につい
て披露した。それらの工夫を思考したのはＩ児自身
だが，その工夫を問われて音声言語化することに
よって，改めて自身の工夫を意識化できたのではな
いだろうか。さらなるＪ児の「後ろから来たら？」
の問いに対しては，「うーん・・・」と応えに窮して，
思考を巡らす。すると，その場での「言葉による伝
え合い」により遊びのイメージを共有していたＫ児
がＩ児の行動を想像し，後ろから来た相手にどのよ
うに対処すれば，「取られないし，取ることが出来
るか」を実現できるのか，思考した結果を身振り手
振りで説明した。その発言を受けて，教師が内容を
まとめて確認したところ，Ｉ児はうなずきをもって
肯定した。つまり，ここでＩ児は初めて，自らの行
為を振り返り（想起し），初めてその行為の価値に
気付くことが出来たと言えよう。そして，その場を
共にした幼児は，友達の経験を共有することにより
湧き起こった，感じたり，考えたり，さらにそれを
言葉で表現したりすることを通して，自分もやって
みたいという新たな活動への意欲や目的へと繋がる
機会となる。
　また，「振り返り」は表４の「道徳性・規範意識
の芽生え」に「自分の行動を振り返る」という文脈
で用いられている。自分の言動を振り返って（想起
して），新たに自分や相手の思いに気付き，納得し
て折り合いをつける好機へと教師が導いていくこと
の重要性が示されている。「自分の行動を振り返る」
とは，幼児自身が以前の自分を振り返り（想起し），
今の自分との違いや気付かなかったことに気付いた
ことを自覚すること，これは太田（2018，2019）が
指摘する「学びの自覚」と言えよう。太田（2018）は，
学ぶ以前の自分と学んだ後の今の自分との違いに気
付くことを「学びの自覚」と捉えている。学ぶ以前
の自分と学んだ後の今の自分との違いに気付く，メ
タ認知の発達であると解釈し，小学１年生が学習を
振り返ったとき，「はじめはわからなかったけれど，
やっとわかった。」と，学習によって変容した自分
を意識した発言であり，このような「学びの自覚」
の芽生えになると主張する。會退・赤松（2016）は，
５歳児を対象とした食具の正しい持ち方と姿勢を指
導する実践報告において，子どももが自らの行動を
振り返るセルフモニタリングを指導過程に組み入れ
たところ，改善が見られたことを報告している。幼
児期においては，「学びの自覚」を意識化できるよ
うに教師が意図的な援助を行うことによって，自律
的な「学びの自覚」を体験するきっかけとなると推
察される。
　もう一つ重要な「振り返り」の意義は，幼児が次
の活動への期待や意欲，目的をもつための契機と成
り得ることにある。幼児は，幼稚園生活で十分に遊
び，その中で楽しかったことや嬉しかったこと，悔
しかったこと等を振り返り，教師や他の幼児とその
気持ちを共有するなどの体験を重ね，次の活動への
期待や意欲をもつようになっていく（幼稚園教育要
領解説，2018）。そのためには，単に教師が望まし
いと思う活動を一方的にさせたり，幼児に様々な活
動を提供したりすればよいということではない（幼
稚園教育要領解説，2018）。幼児が周囲の環境に自
らどのように関わるかが重要であり，「振り返り」
の時間における言葉による伝え合いを通じて，幼児
の発達に即した主体的，対話的で深い学び（幼稚園
教育要領，2017）が具現化する場と成り得ると主張
できる。この積み重ねは，幼児期に育てたい資質・
能力の確かな育ちへと繋がるであろう。その重要な
契機として，「振り返り」の時間が日々の体験の質
を向上させる重要な機会として確かに位置づくこと
が望まれる。
　前述した「振り返り」の意義は，その内容に関す
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知見を深めることが課題である。
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